
 

令和５年度三田市高校生議会  質 問 書 
 

【質 問 者】９番 有馬高校（全日制） ２年 佐々木 瑠璃（ささき る

り） 

【担 当 課】共生社会部 福祉共生室 人権共生推進課 

【答弁予定者】市長 

【質 問 事 項】LGBTQ に関する教育環境について 

【質 問 内 容】 

 ９番 高校生議員の有馬高校２年の佐々木 瑠璃です。 

 私からは、「LGBTQ に関する教育環境について」お伺いします。                              

 ＬＧＢＴＱについての教育が何故ここまで普及していないのか。私はＬＧＢ

ＴＱの差別問題について取り上げたニュースの特集を見て、このように感じ、

ＬＧＢＴＱをもっと教育に織り込めば差別意識をなくすことができるのではな

いかと思ったので今回、三田市のＬＧＢＴＱ教育について調べました。 

その中で、講演会や研修、文献についての情報が非常に少ないことに気づき

ました。これでは教育を受けるべき我々若者だけでなく教職員の方へのＬＧＢ

ＴＱ教育の学習教材を充実させることができません。教育において、教材や指

導者だけでなく、講演会や文献などでより詳しい情報やリアルな世論に触れる

ことも重要であり、今の三田市はＨＰ等を活用してＬＧＢＴＱ教育の環境づく

りを進めていく必要があると考えます。 

以上のことから、ＨＰにＬＧＢＴＱ関連の講演会、相談窓口、文献などの情

報をより詳しく記載し、ＬＧＢＴＱ特設ページを開設することを提案します。    

まず三田市のＨＰを見るにあたって、明石市と宝塚市のＨＰと見比べてみま

した。すると大きな違いが２つでてきました。１つ目は関連ページ数の多さで

す。これは三田市のＨＰにＬＧＢＴＱ関連の情報が少ないことを示唆していま

す。そして２つ目は、ページのまとめ方です。宝塚市のＨＰでは、講習や文献

紹介の他に、ＬＧＢＴＱに関する市の取り組みについてのことなどが、項目ご

とに分けられており、非常に見やすいです。これを参考にすることによって、

ＬＧＢＴＱ教育導入、あるいは推進がしやすくなるというふうに考えられます。  

これらの取り組みを通して、教員の理解増進、若者への基礎知識の普及など



といったＬＧＢＴＱ教育における、日本の先進自治体へと三田市に成長してほ

しいと思っています。 

以上のことにつきまして、市の考えをお聞かせください。 
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【答 弁 内 容】 

 私からは、佐々木議員ご質問の「LGBTQ に関する教育環境について」、お答え

します。 

 調査機関によってデータに差異はありますが、約１０人に１人の方が、性に

関する悩みを持っていると言われています。そして、その悩みは見えにくく、

「そこにいるのにいないものにされる」ことが最大の課題とも言われており、

子どもから大人まで、世代を問わず LGBTQ について正しく理解することが大変

重要だと考えています。 

 市では、三田市性的マイノリティ支援検討委員会を設置し、教育、福祉など

様々な部局が連携して支援策を検討し、推進しています。令和元年１０月には

「パートナーシップ宣誓制度」を導入し、昨年の７月には親や子まで対象者を

拡大した「ファミリーシップ宣誓制度」を整えました。法律では婚姻関係にな

れない同性パートナーとその家族をファミリーと市が認め、市民病院や市の窓

口、市営住宅などで夫婦や家族として制度を利用できるようにしています。ま

た、「性的マイノリティ特設相談」電話を開設し、多様な性の悩みを持つ人が、

専門家に相談できる環境を整えるなど様々な支援に取り組んでいます。 

 性的マイノリティに関する教育や研修については、市職員向けや市民向けの

研修等を行っており、今年度は中学生・高校生を対象に講演会を開催しました。

匿名での申し込みや当日参加も可能とし、会場を図書館本館にするなど、中高

生も参加しやすい環境づくりに努めたところ、中学生から大人まで２１人の参

加があり、講演会の後に、中学生の個別相談にも対応することができました。 

 他にも、三田市人権を考える会の支援により、地域や学校などで様々な講演

会や研修会を行っており、中学校や高校での性的マイノリティに関する講座も

多数開催しています。 

 また、市職員と学校教職員が性の多様性について正しく理解し、状況に応じ

て適切に対応することを目的として、令和 2年 4月に「三田市職員・学校教職



員のための性の多様性への理解促進に向けたハンドブック」を作成しました。

窓口での対応や災害時の想定、教育現場で求められる姿勢や必要な支援など、

職員として理解しておくべきこと、配慮すべきことなどがまとめられており、

それらを念頭において当事者に寄り添い、様々な環境整備に努めています。 

 このように様々な取組や事業を推進していますが、一方では、議員のご指摘

のとおり、情報発信や市民への周知方法等については、まだまだ十分とはいえ

ず、さらに充実を図る必要がある課題であると認識しています。そこで、今後

の対応として、例えば市のホームページの検索キーワードを多様にしてヒット

しやすくしたり、掲載ページを集約して見え方を工夫することで、困りごとの

相談や性的マイノリティについて学びたいとき等、必要な時に必要な情報を見

つけてもらいやすくするよう、色々な手法を検討してまいります。 

 また、情報発信には若い世代をはじめ、それぞれの世代に響く手法の検討が

必要であると考えます。佐々木議員をはじめ、高校生の皆さんの発想力や情報

発信のスキルなどを活かすことができれば、的確に情報を発信することができ、

より一層の理解促進につながると考えます。 

議員におかれましては、今回の高校生議会をきっかけに、友達や先生、家族

などと身近な課題を話題にしたり、市の講座やイベントに参加いただき、その

情報を口コミや SNS 等で発信いただくなど、これからも様々な機会を通して、

市の取組へのご協力やご提案をいただければと期待していますので、よろしく

お願いいたします。 

 



三田市のホームページ

明石市のホームページ



宝塚市のホームページ


